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麦肱芽 レクチ ン付加西洋 ワサ ビペルオキシ
ダーゼあるいはバイオサイチンデキス トラン
アミンのいずれかのトレーサーを､注入する
こ七によって､島が脳幹との間に蒋つ線維結
合を研究した｡
島は同側もしくは両側脳幹のつぎの諸領域
と線維結合する｡中脳では､下丘結合腕の内
方の中脳領域､黒質､sagulum核､中心灰白
質の背側部､縫線核､中脳網様体､下丘｡中
脳から橋では､結合腕傍核､青斑核､青斑下
核､大縫線核､外側毛帯核､■Gudden核内の
セロトニン細胞､橋網様体､上前庭核､外側
前庭核､内側前庭核 ､前庭核 のy核､
supraolivaryregion｡延髄では､錐体路の背方
の網様体｡
これらの脳幹線維結合によって､島 (島皮
質)が聴覚､平衡感覚､自律神経機能に関与
することが説明できる｡本研兎は1999年の北
米神経科学会に発表する予定である｡
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